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膝関節機能からの影響の評価と理学療法

徒手的な介入のコツ
　股関節に対して徒手的に介入する際は，骨盤を固定して大腿骨を動かすことが多い。しかし，この場
合の股関節への刺激は上行性に伝わる。股関節に機能障害がある場合は，その障害が下肢へ下行性に伝
わるため，介入の際も大腿骨を固定し，骨盤の動きを誘導するといった考え方も重要となる（図28）。

Clinical Hint

徒手的な介入のコツ

おわりに

　他部位に問題がある場合の症状部位への介入は対症療法である。介入効果が
乏しい場合は一度介入を見直し，隣接関節から評価を見直すことが大切である。
この項では股関節と膝関節の関係を述べたが，股関節の隣接関節は膝関節と仙
腸関節である。この2つの関節から全身へ視点を広げ，機能障害や骨形態異常
の変化を把握していくことが介入の質を高める近道となる。

図26　骨頭中心位置と下肢アライメントの変化
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骨頭中心を解剖学的な位置へ戻すこと
により，術前短縮していた中・小殿筋
などの軟部組織が術後に伸張されて股
関節外転・内旋位をとりやすくなる。

図は簡略化したが，THA後の前捻角は，カップ前捻角も変化しているため，ステムのみでは
なくカップとステムの前捻角を合わせたcombined anteversionの変化でとらえる。

a  骨頭中心位置の変化 b  下肢アライメントの変化

図27　THA前後のアライメント変化による足部の向き

図28　徒手的介入を行う際のコツ

a：骨盤を固定し，右股関節を内転させるストレッチ
b：  大腿骨を固定し，骨盤を右挙上・左下制させ相対的に右股関節を内転させるストレッチ，立位で骨盤を

右側方へ移動させ，相対的に右股 関節内転位での荷重を促す練習

a  大腿骨を誘導したストレッチ b  骨盤を誘導したストレッチと荷重練習
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a  術前前捻角 c  股関節求心位b  THA後ステム前捻角増加
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